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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年10月30日(2008.10.30)

【公表番号】特表2008-512965(P2008-512965A)
【公表日】平成20年4月24日(2008.4.24)
【年通号数】公開・登録公報2008-016
【出願番号】特願2007-531398(P2007-531398)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｌ  12/46     (2006.01)
   Ｈ０４Ｑ   7/22     (2006.01)
   Ｈ０４Ｑ   7/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｌ  12/46    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｂ   7/26    １０８Ｂ
   Ｈ０４Ｂ   7/26    １０９Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月9日(2008.9.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　ＩＥＥＥ８０２．ｘｘ準拠の無線ネットワークである第１のタイプの第１のネットワー
クと通信するように構成される第１の物理（ＰＨＹ）レイヤ信号処理デバイスと、
　第２のタイプの第２のネットワークと通信するように構成される第２のＰＨＹレイヤ信
号処理デバイスと、
　前記第１のＰＨＹレイヤ信号処理デバイスと通信するように構成される第１の媒体アク
セス制御（ＭＡＣ）レイヤ信号処理デバイスと、
　前記第２のＰＨＹレイヤ信号処理デバイスと通信するように構成される第２のＭＡＣレ
イヤ信号処理デバイスと、
　前記第１および第２のＰＨＹレイヤ信号処理デバイス、前記第１および第２のＭＡＣレ
イヤ信号処理デバイス、ならびに上位レイヤと通信するように構成されるネットワーク間
通信デバイスとを備え、
　前記ネットワーク間通信デバイスは、リンクの動作を管理および制御するための移動性
コマンドサービス、リンクイベントを処理するためのイベント指示サービス、ならびにネ
ットワーク情報を処理するための情報サービスとを提供するようにさらに構成されること
を特徴とするＷＴＲＵ。
【請求項２】
　前記イベント指示サービスは、
　前記第１および第２のＰＨＹレイヤ信号処理デバイス、前記第１および第２のＭＡＣレ
イヤ信号処理デバイス、ならびに前記上位通信レイヤからハンドオーバのトリガを受信し
、
　前記第１および第２のＰＨＹレイヤ信号処理デバイス、ＭＡＣレイヤ信号処理デバイス
、ならびに前記上位レイヤにハンドオーバのトリガを送信するように構成されることを特
徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ。
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【請求項３】
　前記ハンドオーバのトリガは、リンクダウンのトリガを含むことを特徴とする請求項２
に記載のＷＴＲＵ。
【請求項４】
　前記ハンドオーバのトリガは、リンクアップのトリガを含むことを特徴とする請求項２
に記載のＷＴＲＵ。
【請求項５】
　前記情報サービスは、隣接ネットワークのリストを保持し、該リストは少なくとも１つ
の前記隣接ネットワークの性能情報を含むことを特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項６】
　前記ネットワークの性能情報は、サービスの質（ＱｏＳ）情報を含むことを特徴とする
請求項５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項７】
　前記ネットワークの性能情報は、リンク状態情報を含むことを特徴とする請求項５に記
載のＷＴＲＵ。
【請求項８】
　前記情報サービスは、ネットワーク性能情報を前記第１のネットワークの制御機能と交
換するように構成されることを特徴とする請求項５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項９】
　前記情報サービスは、ネットワーク性能情報を前記第２のネットワークの制御機能とさ
らに交換するように構成されることを特徴とする請求項５に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１０】
　前記移動性コマンドサービスは、前記第１および第２のネットワークの間で前記ＷＴＲ
Ｕをハンドオーバするかを判定するように構成されることを特徴とする請求項１に記載の
ＷＴＲＵ。
【請求項１１】
　前記移動性コマンドサービスは、サービスの質（ＱｏＳ）メトリックに基づいて前記ハ
ンドオーバ判定を実行するように構成されることを特徴とする請求項１０に記載のＷＴＲ
Ｕ。
【請求項１２】
　前記移動性コマンドサービスは、輻輳情報に基づいて前記ハンドオーバ判定を実行する
ように構成されることを特徴とする請求項１０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１３】
　前記移動性コマンドサービスは、サービスメトリックのコストに基づいて前記ハンドオ
ーバ判定を実行するように構成されることを特徴とする請求項１０に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１４】
　前記第１および第２のＭＡＣレイヤデバイス、ならびにネットワーク間通信デバイスの
少なくとも１つと通信するように構成されるリンクレイヤデバイスをさらに備えることを
特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１５】
　前記ネットワーク間通信デバイスは、前記ＷＴＲＵの管理プレーンで実装されることを
特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１６】
　前記上位レイヤは、前記ネットワーク間通信デバイスからの通信をカプセル化し、前記
カプセル化した送信を前記第および第２のネットワークの少なくとも１つの制御機能に伝
達するように構成されることを特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項１７】
　前記上位レイヤは、モバイルＩＰを使用して前記第１および第２のネットワークの少な
くとも１つを介してハンドオーバ制御機能と通信するように構成されることを特徴とする
請求項１に記載のＷＴＲＵ。
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【請求項１８】
　前記第２のネットワークは、セルラーネットワーク、３ＧＰＰネットワーク、３ＧＰＰ
２ネットワーク、ＧＰＲＳネットワーク、有線ネットワーク、またはＩＥＥＥ８０２．ｘ
ｘ準拠の無線ネットワークのいずれかであることを特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ
。
【請求項１９】
　前記第２のＭＡＣレイヤ処理デバイスと通信するように構成される無線リソース制御（
ＲＲＣ）機能をさらに備え、前記ネットワーク間通信デバイスは、前記ＲＲＣ機能と通信
するように構成されることを特徴とする請求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２０】
　前記ネットワーク間通信機能は、第１および第２の通信スタックの共通コンポーネント
として構成され、前記第１の通信スタックは、第１の物理レイヤ信号処理デバイスおよび
第１のＭＡＣレイヤ信号処理デバイスを含み、第２の通信スタックは、第２の物理レイヤ
信号処理デバイスおよび第２のＭＡＣレイヤ信号処理デバイスを含むことを特徴とする請
求項１に記載のＷＴＲＵ。
【請求項２１】
　無線送受信ユニット（ＷＴＲＵ）で使用する方法であって、
　第１の通信スタック内でハンドオーバのトリガを生成するステップであって、前記第１
の通信スタックはＩＥＥＥ８０２．ｘｘ準拠の無線ネットワークである第１のネットワー
クと通信するように構成される、ステップと、
　前記第１の通信スタックからネットワーク間通信デバイスに前記ハンドオーバのトリガ
を伝達するステップと、
　前記ネットワーク間通信デバイスから第２の通信スタックに前記ハンドオーバのトリガ
を伝達するステップであって、前記第２の通信スタックは第２のタイプの第２のネットワ
ークと通信するように構成される、ステップと、
　前記第２の通信スタックから前記第２のネットワークの制御機能に前記ハンドオーバの
トリガを伝達するステップと
をなえることを特徴とする方法。
【請求項２２】
　前記ネットワーク間通信デバイスは、前記第１および第２の通信スタック内のレイヤと
して構成されることを特徴とする請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記ハンドオーバのトリガに応えて、前記第２のネットワークの前記制御機能からハン
ドオーバを実行するコマンドを受信するステップをさらに備えることを特徴とする請求項
２１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記ハンドオーバのトリガは、前記第１の通信スタック内の物理（ＰＨＹ）レイヤ信号
処理デバイスから前記ネットワーク間通信デバイスに伝達されることを特徴とする請求項
２１に記載の方法。
【請求項２５】
　前記ハンドオーバのトリガは、前記第１の通信スタック内の媒体アクセス制御（ＭＡＣ
）レイヤ信号処理デバイスから前記ネットワーク間通信デバイスに伝達されることを特徴
とする請求項２１に記載の方法。
【請求項２６】
　前記第２のネットワークのタイプは、セルラー、ＵＭＴＳ、３ＧＰＰ、３ＧＰＰ２、お
よびＧＰＲＳのいずれかであることを特徴とする請求項２１に記載の方法。
【請求項２７】
　前記第２のネットワークは、有線ネットワークであることを特徴とする請求項２１に記
載の方法。
【請求項２８】
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　前記第２のネットワークは、ＩＥＥＥ８０２．ｘｘ準拠の無線ネットワークであること
を特徴とする請求項２１に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６９】
１８．レイヤ２．５インターネットワーキング判定コンポーネントが、高位レイヤのシグ
ナリングインターフェース上で送信される、高位プロトコルレイヤに対するトリガをセッ
トアップするように構成された、実施形態１７のＷＴＲＵ。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７０】
１９．レイヤ２．５インターネットワーキング判定コンポーネントが、物理レイヤインタ
ーフェースおよびＭＡＣレイヤインターフェース上で送信される、物理レイヤおよびＭＡ
Ｃレイヤに対するトリガをセットアップするように構成された、実施形態１７または１８
の実施形態のＷＴＲＵ。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７１】
２０．レイヤ２．５インターネットワーキング判定コンポーネントが、ネットワークの近
傍リストを保持することにより、ネットワークの発見および選択を管理するネットワーク
公示および発見サービスを実施するように構成された、実施形態１７～１９のいずれかの
実施形態のＷＴＲＵ。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
２２．レイヤ２．５インターネットワーキング判定コンポーネントが、上記ＷＴＲＵが通
信するように構成されたネットワークのタイプに関連するネットワーク間ハンドオーバの
ためのセキュリティコンテキスト転送機能および事前認証機能のために移動性サービスを
実施するように構成された、実施形態１７～２１のいずれかの実施形態のＷＴＲＵ。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
２３．レイヤ２．５インターネットワーキング判定コンポーネントが、所望のサービス品
質（ＱｏＳ）レベルに基づいて、１つのタイプのネットワークから別のタイプのネットワ
ークへの、通信に関するハンドオーバ判定を行うように構成された、実施形態１７～２２
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のいずれかの実施形態のＷＴＲＵ。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
２４．レイヤ２．５インターネットワーキング判定コンポーネントが、通信リンク条件に
基づいて、１つのタイプのネットワークから別のタイプのネットワークへの、通信に関す
るハンドオーバ判定を行うように構成された、実施形態１７～２３のいずれかの実施形態
のＷＴＲＵ。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７６】
２５．レイヤ２．５インターネットワーキング判定コンポーネントが、ユーザ選好に基づ
いて、１つのタイプのネットワークから別のタイプのネットワークへの、通信に関するハ
ンドオーバ判定を行うように構成された、実施形態１７～２４のいずれかの実施形態のＷ
ＴＲＵ。
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